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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第28期

前第３四半期
連結累計期間

第29期
当第３四半期
連結累計期間

第28期
前第３四半期
連結会計期間

第29期
当第３四半期
連結会計期間

第28期

会計期間

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成22年
４月１日

至　平成22年
12月31日

自　平成21年
10月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成22年
10月１日

至　平成22年
12月31日

自　平成21年
４月１日

至　平成22年
３月31日

売上高 （百万円） 21,530 18,245 7,575 6,372 28,764

経常利益又は経常損失(△)（百万円） △31 185 △2 115 77

四半期純利益又は

四半期（当期）純損失(△)
（百万円） △267 146 △180 83 △212

純資産額 （百万円） ― ― 3,384 3,508 3,442

総資産額 （百万円） ― ― 12,660 11,585 12,318

１株当たり純資産額 （円） ― ― 2,460.982,550.672,502.64

１株当たり四半期純利益金

額又は四半期（当期）純損

失金額(△)

（円） △197.82 108.71△133.21 61.57 △157.24

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） ― ― ― ― ―

自己資本比率 （％） ― ― 26.3 29.7 27.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 194 191 ― ― 136

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △965 597 ― ― △810

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 695 △649 ― ― 544

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） ― ― 414 497 360

従業員数 （人） ― ― 523 483 483

（注）１  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  第28期前第３四半期連結累計（会計）期間は、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１

株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３  第29期当第３四半期連結累計（会計）期間は、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

４  第28期連結会計年度は、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失であ

り、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれる事業の内容に重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４【従業員の状況】

　

(1）連結会社の状況 平成22年12月31日現在

従業員数（人）
483

(144)

（注）１  従業員数は、当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者を含

む就業人員であります。（契約社員を含む）

２  従業員数の（  ）外数は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であ

ります。

３  臨時従業員数には、アルバイト及びパートタイマーを含み、派遣社員を除いています。

　 

(2）提出会社の状況 平成22年12月31日現在

従業員数（人）
348

(38)

（注）１  従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。（契約社

員を含む）

２  従業員数の（  ）外数は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）でありま

す。

３  臨時従業員数には、アルバイト及びパートタイマーを含み、派遣社員を除いています。
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第２【事業の状況】

１【生産、仕入及び販売の状況】

(1）生産実績

当第３四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

パソコン・ゲーム事業 （百万円） 99     ―

化粧品・雑貨事業 （百万円） ―     ―

出版・広告事業 （百万円） 190     ―

合計 （百万円） 289     ―

（注）１  金額は、製造原価によっております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2）仕入実績

当第３四半期連結会計期間の仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

パソコン・ゲーム事業 （百万円） 4,587     ―

化粧品・雑貨事業 （百万円） 51     ―

出版・広告事業 （百万円） 0     ―

合計 （百万円） 4,639     ―

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3）販売実績

当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

パソコン・ゲーム事業 （百万円） 6,212     ―

化粧品・雑貨事業 （百万円） 80     ―

出版・広告事業 （百万円） 79     ―

合計 （百万円） 6,372     ―

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

３【経営上の重要な契約等】

  当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は新興国市場の需要拡大や景気刺激策による効果はあったものの

政策支援の縮小や雇用及び所得環境の回復が弱く、景気回復のペースは鈍化しており、依然として景気の先行きは

不透明な状況でした。

　このような環境の中、当社グループは『デジタル専門店』としての位置を確立し、商品力・技術力を活かして、幅

広い顧客層に向けてのつながりを構築し、事業の拡大に取り組んでまいりました。

　店舗展開におきましては、パソコン及びモバイル市場への展開を強化すべく、商品の品揃えを拡大いたしました。

また、デジタル環境に対し、顧客の用途に合わせた技術サービスの強化を推進いたしました。

　法人顧客向けにおいては、大都市圏を中心として、デジタル関連商品の提案営業を強化するとともに各営業所にお

いては、店舗と連携を深めながら地域に密着した営業展開を推進いたしました。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間による売上高は63億72百万円、利益面におきましては技術サービスの強化

等による売上総利益率の改善により経常利益は１億15百万円、四半期純利益は83百万円となりました。

　

　セグメント別の売上高は次の通りです。

　①パソコン・ゲーム事業は、「アプライド」23店舗、パソコン専門店「コムロード」４店舗、ゲーム専門店「シ

　ータショップ」14店舗を運営し、パソコン及びスマートデバイスに関するデジタル機器を強化し、それに加え、

専門店としての技術力を活かし、サービスサポート面の強化を図った結果、売上高は62億12百万円となりました。

　②化粧品・雑貨事業は化粧品・雑貨専門店「ハウズ」６店舗を運営するともに、商品開発に注力し、卸販売を強

　化した結果、売上高は80百万円となりました。

　③出版・広告事業は、情報誌の発刊に加え、企画本、デジタル媒体への広告営業を強化いたしました。また、総

　合企画による幅広い提案を行い、顧客の獲得を推進した結果、売上高は79百万円となりました。

　

(2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ７億33百万円減少し、115億85百万円と

なりました。これは主に、現金及び預金の減少３億72百万円、受取手形及び売掛金の減少２億96百万円、敷金及び保証

金の減少１億53百万円によるものです。

負債の部は、前連結会計年度末に比べ７億99百万円減少し、80億76百万円となりました。これは主に、支払手形及

び買掛金の減少２億31百万円、長期借入金の減少３億74百万円によるものです。

純資産の部は、前連結会計年度末に比べ66百万円増加し、35億８百万円となりました。これは主に、利益剰余金の

増加65百万円によるものです。

この結果、自己資本比率は、29.7％となりました。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、４億97百万円となりまし

た。当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況及びそれらの要因は、次のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、１億31百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益１億８百万

円で資金が増加したためです。

 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、４億38百万円となりました。これは主に、定期預金等の減少４億60百万円で資金

が増加したためです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、２億97百万円となりました。これは主に、短期借入金の返済による支出１億円、
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長期借入金の返済による支出１億42百万円で資金が減少したためです。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

  

(5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,400,000

計 5,400,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
　
（平成23年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,351,600 1,351,600

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 1,351,600 1,351,600 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（百万円）

資本金
残高

（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日
― 1,351,600 ― 381 ― 403

　

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができませ

んので、直前の基準日である平成22年９月30日の株主名簿により記載しております。

　

①【発行済株式】 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式           300
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式     1,350,900 13,509 ―

単元未満株式 普通株式           400 ― ―

発行済株式総数 1,351,600 ― ―

総株主の議決権 ― 13,509 ―

　　

②【自己株式等】 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

アプライド株式会社 福岡市博多区東比恵３-３-１ 300     ― 300 0.02

計 ― 300     ― 300 0.02
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 935 922 910 920 900 890 815 821 945

最低（円） 901 860 879 887 873 803 730 731 823

（注）最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、そ

れ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３　金額の表示単位の変更について

　当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目、その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりまし

たが、当第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更しました。な

お、比較を容易にするため、前第３四半期連結会計期間及び前第３四半期連結累計期間についても百万円単位に組替

え表示しております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,041 1,413

受取手形及び売掛金 ※1・※2
 1,136

※1
 1,432

商品及び製品 2,665 2,458

仕掛品 1 2

原材料及び貯蔵品 59 20

その他 355 363

貸倒引当金 △9 △13

流動資産合計 5,249 5,676

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,159 4,163

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,063 △1,954

建物及び構築物（純額） 2,095 2,209

土地 2,528 2,528

その他 801 788

減価償却累計額及び減損損失累計額 △614 △559

その他（純額） 186 229

有形固定資産合計 4,811 4,966

無形固定資産 24 29

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,191 1,345

その他 309 300

貸倒引当金 △0 －

投資その他の資産合計 1,499 1,645

固定資産合計 6,336 6,642

資産合計 11,585 12,318
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,818 2,049

短期借入金 1,300 1,400

1年内返済予定の長期借入金 498 539

未払法人税等 10 62

賞与引当金 85 165

ポイント引当金 52 50

その他 894 765

流動負債合計 4,659 5,032

固定負債

長期借入金 2,469 2,844

長期未払金 403 403

退職給付引当金 281 234

負ののれん 103 148

その他 158 213

固定負債合計 3,416 3,843

負債合計 8,076 8,876

純資産の部

株主資本

資本金 381 381

資本剰余金 403 403

利益剰余金 2,671 2,605

自己株式 △0 △0

株主資本合計 3,456 3,390

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △9 △8

評価・換算差額等合計 △9 △8

少数株主持分 62 60

純資産合計 3,508 3,442

負債純資産合計 11,585 12,318
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 21,530 18,245

売上原価 16,673 13,141

売上総利益 4,856 5,104

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 618 451

ポイント引当金繰入額 49 52

給料及び手当 1,461 1,457

賞与 187 205

賞与引当金繰入額 75 83

賃借料 737 702

その他 2,000 2,022

販売費及び一般管理費合計 5,128 4,975

営業利益又は営業損失（△） △272 128

営業外収益

受取利息 8 9

協賛金収入 63 31

受取補償金 189 －

負ののれん償却額 44 44

その他 35 49

営業外収益合計 340 134

営業外費用

支払利息 60 56

為替差損 29 15

その他 10 6

営業外費用合計 100 77

経常利益又は経常損失（△） △31 185

特別利益

償却債権取立益 － 13

特別利益合計 － 13

特別損失

固定資産除却損 103 7

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 22

特別損失合計 103 30

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△135 169

法人税、住民税及び事業税 31 16

法人税等調整額 87 1

法人税等合計 118 17

少数株主損益調整前四半期純利益 － 151

少数株主利益 13 4

四半期純利益又は四半期純損失（△） △267 146
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 7,575 6,372

売上原価 5,965 4,553

売上総利益 1,609 1,818

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 235 171

ポイント引当金繰入額 49 52

給料及び手当 472 467

賞与引当金繰入額 75 83

賃借料 239 233

その他 641 716

販売費及び一般管理費合計 1,713 1,724

営業利益又は営業損失（△） △103 94

営業外収益

受取利息 1 2

協賛金収入 21 15

受取補償金 63 －

負ののれん償却額 14 14

その他 24 10

営業外収益合計 125 42

営業外費用

支払利息 20 17

その他 3 4

営業外費用合計 24 21

経常利益又は経常損失（△） △2 115

特別損失

固定資産除却損 98 7

特別損失合計 98 7

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△101 108

法人税、住民税及び事業税 13 12

法人税等調整額 58 8

法人税等合計 72 20

少数株主損益調整前四半期純利益 － 88

少数株主利益 6 4

四半期純利益又は四半期純損失（△） △180 83
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△135 169

減価償却費 164 169

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 22

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15 △3

賞与引当金の増減額（△は減少） △147 △79

ポイント引当金の増減額（△は減少） △19 1

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2 46

受取利息及び受取配当金 △10 △9

支払利息 60 56

固定資産除却損 103 7

売上債権の増減額（△は増加） 261 295

たな卸資産の増減額（△は増加） 227 △245

仕入債務の増減額（△は減少） △119 △231

その他 △5 110

小計 364 310

利息及び配当金の受取額 6 11

利息の支払額 △59 △53

法人税等の還付額 0 3

法人税等の支払額 △117 △80

営業活動によるキャッシュ・フロー 194 191

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 38 509

有形固定資産の取得による支出 △900 △15

無形固定資産の取得による支出 △1 －

投資有価証券の取得による支出 － △27

投資有価証券の売却による収入 0 0

子会社株式の取得による支出 △0 －

貸付けによる支出 △2 －

貸付金の回収による収入 3 －

敷金及び保証金の差入による支出 △149 △10

敷金及び保証金の回収による収入 9 145

その他 38 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △965 597

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △100

長期借入れによる収入 1,070 －

長期借入金の返済による支出 △415 △415

リース債務の返済による支出 △46 △51

セール・アンド・リースバック取引による収入 196 －

配当金の支払額 △108 △80

その他 － △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 695 △649

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △76 136

現金及び現金同等物の期首残高 490 360

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 414

※
 497
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

会計処理基準に関する事項

の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これによる営業利益、経常利益への影響は、軽微であり、税金等調整前四半期純利益へ

の影響は、△24百万円であります。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

前第３半期連結累計期間において区分掲記しておりました投資活動によるキャッシュ・フローの「貸付けによる

支出」（当第３四半期連結累計期間は△１百万円）及び「貸付金の回収による収入」（当第３四半期連結累計期間

は１百万円）は、継続して金額的重要性が乏しくなったため、「その他」に含めて表示しております。

　

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結貸借対照表）

前第３四半期連結会計期間末において区分掲記しておりました「製品保証引当金」（当第３四半期連結会計期間

末の残高は３百万円）は、負債及び純資産の合計額の100分の１以下であり、継続して金額的重要性が乏しくなったた

め、流動負債の「その他」に含めて表示しております。

　

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結会計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の見積額を期間按分して算定する方法に

よっております。

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１  受取手形裏書譲渡高 8百万円 ※１  受取手形裏書譲渡高 11百万円

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休

日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

───────

受取手形 2百万円 　 　

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　該当事項はありません。

　

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自

　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　該当事項はありません。

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,533百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,119   〃

現金及び現金同等物 414百万円

現金及び預金 1,041百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △543   〃

現金及び現金同等物 497百万円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式（株） 1,351,600

　

２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式（株） 398

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 40 30平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

平成22年11月11日

取締役会
普通株式 40 30平成22年９月30日平成22年12月10日利益剰余金

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　著しい変動はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
パソコン
関連事業
（百万円）

業務受託
関連事業
（百万円）

出版・ブライ
ダル関連事業
（百万円）

計
 

（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
 

（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 7,413 1 160 7,575 － 7,575

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
25 5 198 229 △229 －

計 7,439 6 358 7,804 △229 7,575

営業利益又は営業損失（△） △78 0 4 △72 △31 △103

（注）　事業の区分は、業種の形態によっており、各事業の内容は以下のとおりであります。

パソコン関連事業　　　　　パソコン及び同関連商品の販売、テクニカルサポート及びフィールドサービス

業務受託関連事業　　　　　ソフトウェア受託開発、ＷＥＢサイト制作、出版企画、広告代理店業

出版・ブライダル関連事業　出版及びポータルサイト運営、ブライダル斡旋

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
パソコン
関連事業
（百万円）

業務受託
関連事業
（百万円）

出版・ブライ
ダル関連事業
（百万円）

計
 

（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
 

（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 21,199 75 254 21,530 － 21,530

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
44 56 335 435 △435 －

計 21,243 132 590 21,965 △435 21,530

営業損失（△） △157 △30 △15 △203 △69 △272

（注）　事業の区分は、業種の形態によっており、各事業の内容は以下のとおりであります。

パソコン関連事業　　　　　パソコン及び同関連商品の販売、テクニカルサポート及びフィールドサービス

業務受託関連事業　　　　　ソフトウェア受託開発、ＷＥＢサイト制作、出版企画、広告代理店業

出版・ブライダル関連事業　出版及びポータルサイト運営、ブライダル斡旋

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。

当社グループは、製品・サービス別に業績を管理しており、取り扱う製品・サービスについて包括的な

戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは、製品・サービス別のセグメントから構成されており、「パソコン・ゲーム

事業」、「化粧品・雑貨事業」、「出版・広告事業」の３つを報告セグメントとしております。

「パソコン・ゲーム事業」は、パソコン及びゲームの販売を主な内容とし、パソコンに関するサポート

業務及びフィールドサービス、ソフトウエアの受託開発を行っております。「化粧品・雑貨事業」は、化粧

品及び雑貨の販売を行っております。「出版・広告事業」は、情報誌及び企画本等の出版、各企業の広告宣

伝や販売促進の全体にかかわる企画提案を行っております。
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

パソコン・
ゲーム事業

化粧品・
雑貨事業

出版・
広告事業

 
計
 

売上高       

外部顧客への売上高 17,790 251 203 18,245 － 18,245

セグメント間の内部

売上高又は振替高
19 27 376 423 △423 －

計 17,809 278 580 18,669 △423 18,245

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
132 △11 8 128 － 128

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

 

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

パソコン・
ゲーム事業

化粧品・
雑貨事業

出版・
広告事業

 
計
 

売上高       

外部顧客への売上高 6,212 80 79 6,372 － 6,372

セグメント間の内部

売上高又は振替高
7 10 142 160 △160 －

計 6,219 91 221 6,532 △160 6,372

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
81 △1 14 94 － 94

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月21日）

を適用しております。
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（金融商品関係）

著しい変動はありません。

　

　

（有価証券関係）

　著しい変動はありません。

　

　

（デリバティブ取引関係）

　著しい変動はありません。

　

　

（ストック・オプション等関係）

        該当事項はありません。

　

　

（企業結合等関係）

        該当事項はありません。

　

　

（資産除去債務関係）

        著しい変動はありません。

　

　

（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

2,550.67円 2,502.64円

（注）　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 3,508 3,442

普通株式に係る純資産額（百万円） 3,446 3,381

差額の内訳（百万円） 　 　

少数株主持分 62 60

普通株式の発行済株式数（株） 1,351,600 1,351,600

普通株式の自己株式数（株） 398 341

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数(株) 1,351,202 1,351,259
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２　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △197.82円 １株当たり四半期純利益金額 108.71円

（注）１  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第３四半期連結累計期間は１株当たり四半期純

損失であり潜在株式が存在しないため、また、当第３四半期連結累計期間は、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

（注）２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益

又は四半期純損失(△)（百万円）
△267 146

普通株式に係る四半期純利益

又は四半期純損失(△)（百万円）
△267 146

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式の期中平均株式数（株） 1,351,339 1,351,220

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △133.21円 １株当たり四半期純利益金額 61.57円

（注）１  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第３四半期連結会計期間は、１株当たり四半期純損

失であり潜在株式が存在しないため、また、当第３四半期連結会計期間は、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

（注）２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益

又は四半期純損失(△)（百万円）
△180 83

普通株式に係る四半期純利益

又は四半期純損失(△)（百万円）
△180 83

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式の期中平均株式数（株） 1,351,339 1,351,202

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　第29期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）の中間配当については、平成22年11月11日開催の取締役会

において、平成22年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

①　中間配当の総額　　　　　　　　　　　　　　40百万円

②　１株当たり中間配当額　　　　　　　　　　　30円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成22年12月10日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成22年２月９日

アプライド株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 小　渕　　輝　生　　印

 

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 松　尾　　政　治　　印

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 内　藤　  真　一　　印

　　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているア

プライド株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日

から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連

結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アプライド株式会社及び連結子会社

の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連

結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

　

　
（注）１  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成23年２月９日

アプライド株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 

　

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士 青　野　　弘　　印

　

　

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士 内　藤　真　一　印

　

　　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているア

プライド株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日

から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論

を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対

して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般

に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続

により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アプライド株式会社及び連結子会社の平

成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計

期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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